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昨日4月24日、アストラゼネカ英国本社が発表しました下記のプレスリリースのハイライトの日本語訳を

ご参考までにお送りいたします。 

 

この資料の正式言語は英語であり、その内容およびその解釈については英語が優先します。英文のプレス

リリースはこちらからご覧下さい。http://www.astrazeneca.com 

 

なお、プレスリリース全文の日本語訳は5月上旬を目途に弊社ホームページに掲出する予定です。

http://www.astrazeneca.co.jp 
 

よろしくご査収のほどをお願い申し上げます。 

 

記 

 

AstraZeneca PLC 
2014年第年第年第年第1四半期四半期四半期四半期業業業業績績績績    

((((別添別添別添別添    4 ページページページページ))))    

 
 
＜＜＜＜アストラゼネカアストラゼネカアストラゼネカアストラゼネカ株式会社株式会社株式会社株式会社についてについてについてについて＞＞＞＞ 
アストラゼネカは、イノベーション志向のグローバルなバイオ・医薬品企業であり、医療用医薬品の創薬、

開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。100カ国以上で事業を展開しており、そ

の革新的な医薬品は世界中で多くの患者さんに使用されています。詳細はこちらでご覧ください。

http://www.astrazeneca.com 
日本においては、主にがん、循環器、消化器、呼吸器、糖尿病、ニューロサイエンスを重点領域として患

者さんの健康と医療の発展への更なる貢献を果たすべく活動しています。当社についてはこちらでご覧く

ださい。http://www.astrazeneca.co.jp 
 
 

本件に関するお問い合わせ先 

アストラゼネカ株式会社 

大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪 タワーB 

広報・渉外部 

村本 Fumiko.Muramoto@astrazeneca.com 
Tel: 06-7711-3098 / 090-5015-3616 

Fax: 06-4802-3681 
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本資料はアストラゼネカ英国本社が2014年4月24日に発信したプレスリリースを日本語に翻訳し、みなさまのご参考に供するものです。 
本資料の正式言語は英語であり、その内容・解釈については英語が優先します。 
 

AstraZeneca PLC 

2014年第年第年第年第１１１１四半期業績四半期業績四半期業績四半期業績                                                    2014年年年年4月月月月24日日日日ロンドンロンドンロンドンロンドン発発発発 

第第第第１１１１四半期四半期四半期四半期のののの売上売上売上売上はははは恒常為替恒常為替恒常為替恒常為替レートレートレートレート（（（（CER））））ベースでベースでベースでベースで3%増増増増。。。。糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病フランチャイズフランチャイズフランチャイズフランチャイズ全体全体全体全体のののの連結連結連結連結がががが売上増売上増売上増売上増にににに2ポポポポ
イントイントイントイント寄与寄与寄与寄与。。。。すべてのすべてのすべてのすべての成長基成長基成長基成長基盤盤盤盤がががが力強力強力強力強くくくく成長成長成長成長。。。。 

� 売上はCERベースでBrilintaが94%増の9,900万ドル。糖尿病が106%増の3億4,700万ドル、呼吸器

が12%増の12億7,800万ドル、新興市場が11%増の14億2,100万ドル、日本が13%増の5億3,700万
ドル。 

 
中核治療領域中核治療領域中核治療領域中核治療領域におにおにおにおいてサイエンスのリーダーシップいてサイエンスのリーダーシップいてサイエンスのリーダーシップいてサイエンスのリーダーシップ実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて大大大大きなきなきなきな進捗進捗進捗進捗。。。。 

� AZD9291は米国FDAにより、FDA承認済みのEGFRチロシンキナーゼ阻害剤による治療中病勢が

進行した転移、EGFR T7980変異陽性、非小細胞肺がん (NSCLC) のBreakthrough Therapy (画期

的治療薬) の指定を受けました。 
� OlaparibはBRCA変異陽性、プラチナ感受性再発卵巣がんの適応で米国FDAの優先審査の対象とし

て受理されました。 
� MEDI4736, AZD9291, benralizumabおよびtralokinumabに対する第3相開発への投資が決定されま

した。 
 
糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病アライアンスのアライアンスのアライアンスのアライアンスのBMSのののの持持持持ちちちち分分分分のののの統合統合統合統合はははは計画計画計画計画どおりどおりどおりどおり進行中進行中進行中進行中。。。。米国米国米国米国でのでのでのでのFarxigaのののの強力強力強力強力なななな上市上市上市上市およびおよびおよびおよびForxiga
のドイツにおけるのドイツにおけるのドイツにおけるのドイツにおける継続的継続的継続的継続的なななな成功成功成功成功とととと日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける承認取得承認取得承認取得承認取得。。。。 
 
当社当社当社当社はははは2014年通年年通年年通年年通年のののの財務財務財務財務ガイダンスをガイダンスをガイダンスをガイダンスを維持維持維持維持していますしていますしていますしています。。。。 
 
財務業績財務業績財務業績財務業績ハイライトハイライトハイライトハイライト    

第第第第1四半期四半期四半期四半期のののの売上売上売上売上ははははCERベースでベースでベースでベースで3%増増増増のののの64億億億億1,600万万万万ドルドルドルドル 
 

� 主要成長基盤であるBrilinta、糖尿病、呼吸器、新興市場および日本合計で第1四半期にCERベース

で15%増の33億ドルの売上を達成しました。新興市場の売上は、中国の売上22%増を含め、CER
ベースで11%増加しました。 

 
中核中核中核中核1株当株当株当株当たりたりたりたり利益利益利益利益（（（（EPS））））ははははCERベースでベースでベースでベースで昨年同期比昨年同期比昨年同期比昨年同期比11％％％％減減減減のののの1.17ドルドルドルドル 

� 中核EPSは、売上が増加したにもかかわらず減少しました。これは、主に主要成長基盤と迅速に

進捗中のパイプラインへの投資によるものです。 
 

報告報告報告報告ベースのベースのベースのベースのEPSははははCERベースでベースでベースでベースで40%減減減減のののの0.40ドルドルドルドル 

� これは、オルダリーパーク売却に伴う損失とグローバル糖尿病アライアンスの取得の影響による

ものです。 

研究開発研究開発研究開発研究開発ハイライトハイライトハイライトハイライト    

• Olaparib のののの第第第第3相試験相試験相試験相試験をををを転移転移転移転移BRCA変異陽性乳変異陽性乳変異陽性乳変異陽性乳がんがんがんがんのののの適応適応適応適応でででで開始開始開始開始 
• Brodalumabのののの第第第第3相試験相試験相試験相試験をををを乾癬性乾癬性乾癬性乾癬性関節炎関節炎関節炎関節炎のののの適応適応適応適応でででで開始開始開始開始 
• Selumetinibのののの承認申請承認申請承認申請承認申請のためののためののためののための臨床試験臨床試験臨床試験臨床試験をブドウをブドウをブドウをブドウ膜黒色腫膜黒色腫膜黒色腫膜黒色腫のののの適応適応適応適応でででで開始開始開始開始 
• ビデュリオン・ペンおよびオーファンドラッグビデュリオン・ペンおよびオーファンドラッグビデュリオン・ペンおよびオーファンドラッグビデュリオン・ペンおよびオーファンドラッグMyaleptがががが米国米国米国米国FDAによりによりによりにより承認承認承認承認 
• Saxagliptin・・・・dapagliflozin配合剤配合剤配合剤配合剤データをデータをデータをデータを6月月月月のののの米国糖尿病協会米国糖尿病協会米国糖尿病協会米国糖尿病協会のののの学会学会学会学会でのでのでのでの発表発表発表発表にににに向向向向けてけてけてけて提出提出提出提出 
• 後期段階後期段階後期段階後期段階のパイプラインにはのパイプラインにはのパイプラインにはのパイプラインには第第第第3相相相相あるいはあるいはあるいはあるいは承認審査中承認審査中承認審査中承認審査中のののの11のののの新規化合物新規化合物新規化合物新規化合物 
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ファイナンシャルサマリーファイナンシャルサマリーファイナンシャルサマリーファイナンシャルサマリー 

  グループグループグループグループ  
 

第第第第1四半期四半期四半期四半期  
2013  

100万万万万ドルドルドルドル 

前年前年前年前年 
同期比同期比同期比同期比 

% 

CER 
% 

  売上高 6,416  - 3 

  中核中核中核中核ベースベースベースベース*    
      営業利益 1,952  (16) (11) 
      1株当たり利益 $1.17  (17 (11) 
  報告報告報告報告ベースベースベースベース    
      営業利益 836 (40) (31) 
      1株当たり利益 $0.40 (51) (40 

*中核財務指標の定義および中核ベースと報告ベースの財務指標の調整については、営業およびファイナンシャルレビュー

の6ページをご覧ください。 

 

最高経営責任者最高経営責任者最高経営責任者最高経営責任者パスカル・ソリオパスカル・ソリオパスカル・ソリオパスカル・ソリオ (CEO) のののの業績業績業績業績にににに関関関関するコメントするコメントするコメントするコメント: 「第1四半期は全社的に勢いが継続さ

れました。売上の伸長は力強い業績を達成した5つの成長基盤による貢献がさらに向上していることを反

映しています。 

中核治療領域におけるサイエンスのリーダーシップの達成に向けて果たしている大きな進捗を嬉しく思っ

ています。当社はオンコロジーと呼吸器疾患において4つのプログラムを第3相に進めることを決定しまし

た。FDAによるAZD9291の非小細胞肺がんにおけるBreakthrough Therapy (画期的治療薬) 指定および

orapalibに付与された卵巣がんにおける優先審査指定はアストラゼネカが患者さんにもたらすことのでき

る独自のサイエンスの実例です。 

当社は迅速に進捗するパイプラインおよび成長回復戦略のバックボーンである主要基盤に投資していま

す。組織全体の焦点をさらに絞り込むため、当社は引き続きリソースを最優先事項に再配分するとともに

当社のパイプラインおよびポートフォリオの価値を最大化する機会を追求していきます。」 
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売上高売上高売上高売上高 

別段の記載がない限り、伸び率は全て恒常為替レート（CER）。単位：100万ドル 

 
 第1四半期    
 2014年 2013年 CER     

   %     
循環器循環器循環器循環器・・・・代謝疾患代謝疾患代謝疾患代謝疾患       

  クレストール 1,332 1,323 2     
   セロケン/Toprol-XL 193 224 (11)    
   オングリザ 162 90 81     
   Atacand 122 168 (25)    
   Brilinta/Brilique 99 51 94     
   バイエッタ 78 42 86     
   ビデュリオン 80 27 196     
       
オンコロジーオンコロジーオンコロジーオンコロジー       
   ゾラデックス 221 240 (3)    
   イレッサ 169 168 5     
   フェソロデックス 172 157 11     
   アリミデックス 78 92 (11)    
   カソデックス 83 92 (2)    
       
呼吸器呼吸器呼吸器呼吸器、、、、炎症炎症炎症炎症・・・・自己免疫自己免疫自己免疫自己免疫       

   シムビコート 928 826 13     

   パルミコート 263 233 13     

       
感染症感染症感染症感染症、、、、ニューロサイエンス・ニューロサイエンス・ニューロサイエンス・ニューロサイエンス・消化器消化器消化器消化器       

   ネキシウム   930 940 2     
   シナジス 328 404 (19)    
   セロクエル XR 292 322 (9)    
   セロクエル IR 66 127 (46)    
   オメプラール Losec/Prilosec 110 125 (10)    
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地域別売上高地域別売上高地域別売上高地域別売上高 
 第1四半期  
 2014年 2013年 前年同期比(%) 

 100万ﾄﾞﾙ 100万ﾄﾞﾙ 実質 CER 

米国 2,513 2,445 3  3  
ヨーロッパ

1 1,637 1,660 (1) (4) 
ROWの既成市場

2 845 950 (11) 2  
日本 537 549 (2) 13  
カナダ 139 170 (18) (11) 
その他のROWの既成市場  169 231 (27) (15) 

新興市場

2 1,421 1,330 7  11  
中国 584 465 26  22  

合計 6,416 6,385 -  3  
 

1 ROWの既成市場を構成するのは、カナダ、日本、オーストラリアおよびニュージーランドです。 
2  ROWの新興市場を構成するのは、ブラジル、中国、インド、メキシコ、ロシア、およびトルコを含む上記以外の全ての地域で

 
� 米国の第1四半期の売上は3%増。これは主にネキシウム、Toprol-XLおよびSynagisの売上減を成長基盤およびグ

ローバル糖尿病アライアンスのBMSの持ち分の取得完了の影響が上回ったためです。糖尿病製品は１億300万ド

ルの売上増を達成し、シムビコート、Brilintaおよびクレストールの成長も貢献しました。 
 

� ヨーロッパの第1四半期の売上は4%減。いくつかの市場でのセロクエルIR、セロクエルXR、およびAtacandの 
独占権失効の継続的な影響、Synagisのパートナーによる購入タイミング、およびクレストールの売上数量減に

よるものです。この減少分は、グローバル糖尿病アライアンスのBMS持ち分の取得によるプラスの影響とBrilinta
の売上が70%増加したことにより一部軽減されました。 
 

� ROWの既成市場の第1四半期の売上は2%増。これは、主に日本のネキシウム、クレストールおよびシムビ

コートの成長によるものです。ネキシウムは金額ベースで日本のNo.1プロトンポンプ阻害剤となりまし

た。また、Forxiga が本四半期中に日本で承認されました。オーストラリアのクレストール、カナダのネキ

シウムとセロクエルXRに関しての後発品との競合がありました。 
 
� 新興市場の第1四半期の売上は11%増。これは、中国の22%増が大きな要因です。中国は新興市場事業の約

40%を占めるまでに成長しましたが、パルミコート、クレストール、ネキシウムおよびシムビコートがそ

の成長をけん引しています。中国のパルミコートの売上は、当社がネブライジングセンターに投資してき

たことから本四半期60%増の1億700万ドルでした。 
 

 
 


